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白浜町教育委員会 会議の結果 

件 名 令和６年１月定例教育委員会 

日 時 令和６年１月１８日（木）午前 10 時 00 分～午前 11 時 38 分 

場 所 教育委員会 会議室 

出 席 者 ○教育委員 

豊田教育長、榎本委員、山本委員、藤藪委員、濱田委員 

○職員 

廣畑教育次長、森本教育次長補佐、玉本日置川教育事務所長、 

惠納総務学事係長、嶝口教育指導係長、江川生涯学習係長 

 

 

１．開会あいさつ（教育長） 

 それでは定例教育委員会の前に、ご報告させて頂きます。 

 本日の出席委員は、５名ですので、会議は成立しております。 

 ただ今から１月定例教育委員会を開会します。 

 

２．会議録署名委員の指名 

  会議録署名委員に藤藪委員が指名される。 

 

３．報告事項 

  報告第１号 臨時代理の報告（専決処分の報告）について 

《概要》令和５年白浜町議会第４回定例会提出議案（報告第１３号 専決処分の報告）につ

いて、緊急に執行を要し、教育委員会の会議に付議する暇がなかったため、臨時に代理した。

（物損事故に関する損害の賠償） 

  【藤藪委員】 

 高速道路通行料の支出がありますが、和歌山市まで修理に行ったということですか。 

 【廣畑教育次長】 

 相手方の車が外国車でしたので、ディーラーでの修理になり、町の保険からの支出となり

ました。 

 

４．付議事項 

  議案第１号 白浜町生涯学習基本方針の改訂について 

《概要》前回の策定（平成２５年４月）から約１０年が経過していることから、現在の社会

情勢にふさわしい新たな基本方針を策定し、白浜町の生涯学習が活発に展開されるよう取

組をすすめた。 

  【榎本委員】 
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 外国人の方が町内でも就労されているのが多くなってきたと思います。近い将来、家族で

海外から日本語ができない子供さんらが来られた時には、教育委員会にも影響があり、それ

らに対応していかなければならないようになってくると思いますが。 

  【豊田教育長】 

 両親も子供もほとんど日本語を話せないなど、今現実的に町内の学校現場もすでに直面

しています。できる範囲で取り組んではおりますがなかなか難しいのが現状です。その中で

社会教育にお願いしたいのは、その方たちのフォローを日本語教育とか、ネットワークとか

で助けて頂きたいと思っています。 

  【山本委員】 

 １１月にパブリックコメントをしたということですが、どういった内容でしたか。 

  【江川生涯学習係長】 

 住民意見として１件ありました。ただ内容自体が計画では無く、公民館活動のこういった

教室を開いてほしいなど細かな内容でしたので、毎年立てています重点目標の方へ反映さ

せていきたいと回答しています。細かな内容でしたので今回の計画には反映しておりませ

ん。 

  【藤藪委員】 

 基本計画を読んでいると、学習を通して個人の生活を豊かにしていくのと、更にそれらが

地域のコミュニティ、地域づくり町づくりに反映していくのと、２つあると思います。大事

なのはこの計画に何を具体的に積み上げていくのかだと思います。公民館へのパブリック

コメントにある学びの要望についても重要になってくると思います。 

 

・審議の結果、委員全員異議なく、議案第１号 白浜町生涯学習基本方針の改訂については、

原案のとおり決した。 

 

  議案第２号 白浜町人権学習推進基本方針の改訂について 

《概要》前回の策定（平成２５年２月）から約１０年が経過し、人権を取り巻く情勢の変化

に適切に対応していくため、新たに基本方針を策定し、人権学習が総合的かつ効果的に推進

されるよう取組をすすめた。 

  【榎本委員】 

 ２ページに「性的マイノリティに関する正しい理解・・・」とあるが、正しい理解とはど

ういうことでしょうか。 

  【江川生涯学習係長】 

 町内でも、ＬＧＢＴについてはよく聞きますが内容がどんなものなのかわからないとい

うことが多々あります。正しく理解して頂くために研修なども実施していますし、今後もな

されるように表記した次第です。 

  【榎本委員】 

 研修会の講師を選定する際などに、無条件に受け入れたりせずに、きちんと話し合ったう
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えで、慎重に判断決定しないといけないと思います。 

 次に、４ページの「障がいのある人や特別支援教育に対する理解を深め・・・」とありま

すが、言葉で言えば簡単ですが、どのようにしていくかが大事だと思います。町内の学校と

支援学校との人事交流など工夫して予算もかからないようにしながら、理解が深まるよう

にしていってほしいと思います。 

  【豊田教育長】 

 インクルーシブ教育で今、普通学級で障がいのある子供を受け入れているということが

あります。支援学級に入っている子供以上に、普通学級に入っている支援の必要とする子供

がおります。その方が、その子供にとってもその学級にとってもプラスになると私は思って

います。ですので、支援が必要な子供さんが学級の中におるというのが大事だと思います。

ただどちらで学ぶかについては、その子供にとってどちらがいいかで考えています。 

 人事交流については、どなたに行ってもらうかや、和歌山県に認めてもらえるかなどがあ

りますのでなかなかハードルが高いと思います。 

  【藤藪委員】 

 ３ページの学校教育で「教育活動全体を通して意図的、計画的に行うことが大切である。

とあり、その通りだと思います。で、次のページに①から⑪まで項目がありますが、ＬＧＢ

Ｔの所で、学校教育で教えるとなると、正しい理解というのが重要になってきます。ＬＧＢ

Ｔというのは、性同一性障害という根本的な病気として、もしくは染色体の異常としてそう

いう存在の人がいるよという所がスタートだと思うんです。医学的にも認められています。

その人たちと性的嗜好の人の部分とがごちゃまぜにしている言葉なんです。そうすると、ご

ちゃまぜにした部分を正しく教えないで、子供達にＬＧＢＴは認められているんですとし

てしまったら本当に悩んでいる人達の核心部分はずれると思います。話を一緒にすること

で、どんどんずれるというか、世の中がこういう方向に行っているのかと思うと賛同しづら

い部分です。性同一性障害を認めないと言っているのではなくて、その人達の人権を守るこ

とは賛成です。この表現では、なかなか伝わらないのではと思います。あともう一つは、こ

れほんまに大丈夫ですかと思うのですが、５ページの行政で、「町の各部署が責任をもって

課題解決に向けて取り組んでいく。」とありますが、これはそう決めていいんでしょうか。 

  【江川生涯学習係長】 

 この部分については、最終の検討委員会の中で追加した部分です。もともと町の方に施策

の方針は無くて、人権の方針というのは人権学習方針しか無いんです。事務局としては、こ

の文言が無いままでいってたんですけど、策定委員の中に委員長や副委員長など町の人権

委員さんとして多数、施策に関わっておられる方がいらっしゃったので、町の方で施策の基

本方針があれば一番いいという話なんですけれども、それが無いので、この部分を人権学習

基本方針に入れ込みたいということがあって、追加した次第です。 

  【豊田教育長】 

 最初のＬＧＢＴの話ですが、これを学校現場へおろすには、まだまだ先生方も含めて勉強

しないと難しいと思います。正しい理解のためには、研修も必要ですし、それを教えるとな
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れば、更にハードルが高いと思いますので、勉強していかなくてはいけないと思っています。 

  【山本委員】 

 意見としてですが、はじめにの所と５ページの推進課題の所で、町民の自主的・主体的な

取り組みという文言がありますが、人権学習に関わって自主的・主体的に取り組むというこ

とは非常に難しいと思いますので、行政としてどのような手立てを講じ、どのような企画を

していくかが私は大変大事なことだと思います。幅広くとらえて、すべてを一年間で取り組

むことは無理があると思いますので、年ごとに今必要な課題を具体的に取り組むことが必

要ですので、そこをお願いしたいと思います。 

 それから、取り組み、取り組む、など用言的、体現的にとらえるということで、送り仮名

で変わってくると思います。そういう面でごっちゃになっている所がありますので、統一さ

れる方が良いと思います。 

  【豊田教育長】 

 最初の方はこれからの取り組み方ですのでしっかりやっていきたいと思います。文言の

訂正については参考資料も含め精査したいと思います。 

 

・審議の結果、委員全員異議なく、議案第２号 白浜町人権学習推進基本方針の改訂につい

ては、原案のとおり決した。 

 

５．請願事項 

 

６．諸報 

  諸報 令和５年白浜町議会第４回定例会一般質問について 

《概要》令和５年白浜町議会第４回定例会一般質問について、教育委員会関連質問をした議

員の質問要旨および答弁内容を報告。（松田剛治議員「不登校児童生徒等の支援について」、

廣畑敏雄議員「町立図書館について」「小学校のトイレについて」、長野莊一議員「白浜町の

施設貸し出しについて」、黒田武士議員「小中学校の学校給食について」、水上久美子議員「白

浜町手話言語条例施行について」） 

  【意見・質問なし】 

 

  諸報 第２３回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会参加体制について 

《概要》毎年２月に開催されている「和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会」へ出場す

るため、今年度の参加体制を報告する。 

  【濱田委員】 

 選考会の日ですが、他のスポーツや習い事をしている子が参加できないことが多くて、そ

ちらの大会と重なると選考会に出れないことがあると聞いたので、二日程の日を設けると

かすればメンバーも充実してくるのではと思いますが。 

  【豊田教育長】 
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 重要な提案だと思います。選考会を二つの日に分けると、その日の天候によって風がどの

程度吹いているとかなど平等になりにくい面が出てきます。何が一番いいのかでいくと、同

条件でのタイムが一番いいと思います。ただ機会が全く奪われるのはいかがなものかと思

いますので、そこは今後の検討課題だと思います。 

 

７．その他 

  令和６年２月定例教育委員会の日程について 

  令和６年２月２９日（木）午前１０時００分から白浜町教育委員会会議室で開催予定。 

 


